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食品中の放射性物質の

基準値及び検査について

厚生労働省医薬食品局食品安全部

-食品中の放射性物質に関する基準値の設定

.レ
-食品中の放射性物質に関する検査

.レ
-基準値超過食晶の回収、廃棄

.レ
-食品の出荷制限

.レ
-食晶の出荷制限等の解隊
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圃食品中の放射性物質への対応の流れ

食品中の放射性物質に関する基準値の設定

原子力安全委員会の示した指標値を暫定規制値として対応(23年3月17日-24年3月31日)

厚生労働省薬事 ・食品衛生審議会などでの議論を踏まえ、基準値を設定(24年4月1日-)

ーレ
・食晶中の放射性物質に関する検査

.レ
-基準値超過食品の回収、廃棄

.レ
-食晶の出荷制限

.レ
・食品の出荷制限等の解除

""'"用問"胃冊胃司

-食品の基準値の設定について(1)

O暫定規制値に適合している食品は、健康への影響はないと一般的
に評価され、安全は確保されていたが、

より一層、食品の安全と安心巷確保する観点から、暫定規制値で

許容していた年間線量5ミリシーベルトから年間1ミリシーベルトlこ
基づく基準値に引き下げた。

0肱射性セシウムの暫定揖制値※10醜射性セシウムの現行基準値※2

食昂群 規制値 食品群

飲料水 200 飲料水

牛乳・乳製品 200 牛乳 50 

| 一般食品 100 

| 乳児用食品 I 50 I (単位ベウレJi-/kg)

野菜類

穀類 500 

肉・卵・魚・その他

※1 放射性ストロンチウムを含めて規制値を股定
※2 放射性ストロンチウム、プルトニウム等を宮めて基準値を股定



【参考】食品区分について

-基本的な考え方
特別な配慮が必要と考えられる 「 飲 料 水J、 「乳児用食品」、 「牛乳Jは

区分を設け、 それ以外の食品を「一般食品Jとし、 全体で 4区分とする。

食品
設定理由 含まれる食品の範 囲

区分
トー 」

①すべての人が撲取し代替がきかず、撰取置が大きい

飲料水
②WHOが飲料水中の放射性物質の指標値 0直接飲用する水、調理に使用する水及び水との

(10ベクレル/kg)を提示 代醤関係が強い飲用茶

③水道水中の放射性物質は厳格な管理力可能
ー

0健康増進法(平成14年法律第103号)第26条第1項の規
乳児 用 0食品安全委員会が、 f小児の期間については、 定に基づく特別用途表示食品のうち「乳児用」に

食品 感受性が成人より高い可能性」を指摘 適する旨の表示許可を受けたもの

0乳児の飲食に供することを目的として販売するちの

①子どちのI真取量が特に多い 0乳及び乳製品の成分規格等1;::関する省令(昭和26
牛乳 ②食品安全委員会が、 『小児の期間については、 年厚生省令第52号)の乳(牛乳、低脂肪乳、 加工乳

感受性が成人より高い可能性jを指摘 など)及び乳飲料

同 下の理由により、 f一般食品Jとして一括して区分

一般
¢個人の食習慣の遣い(摂取する食品の偏り)の影響を

食品
最小限にすることが可能 o上記以外の食品

②国民にとって、分かりゃすい規制

③コ デ、yクス委員会などの国際的な考え方と整合

-食品の基準値の設定について(2)

Q.基準値の根拠は、なぜ、年間1ミリシーベルトなのですか?

A.①科学的知見に基づいた国際的な指標に沿っている

食品の国際規格を作成しているコーデックス委員会の現在の指標
で、年間1ミリシーベルトを超えないように設定されていること
注)ICRP(国際放射線防護委員会)1立、年間1mSvより厳 しい措置を講じても、有意な線量の低減は達成

できないため、更に厳 しい規制を講じる必要はないとしており、これに基づいてコーデッウス委員
会が指標を定めている。

( ②合理的に達成可能な限り低く抑えるため ) 

モニタリング検査の結果で、多くの食品からの検出濃度は、
時間の経過とともに相当程度低下傾向にあること



-影響を考慮する放射性核種の考え方について

Q.なぜ、基準値は放射性セシウムだけなのですか?

0基準値は、原子力安全 ・保安院の評価に纂づき福島原発事故により放出された
と考え6れる核種のうち、半減期 1年以上のすべての核種を考慮。

規制対象核種

セジウム134

セシウム137

(物理的)半減期

2.1年

3D:年

ス トロンチウム90

プルトニウム

ルテ二ウム106

29年

14年~

374日

※半減期が短く、 既に検出が認められない放射性ヨウ素(半減期 8日)や、原発敷地内において
ち天然の存在レペルと変化のないウランについては、基準値は設定しない.

oただし、放射性セシワム以外の核種は測定に時閣がかか否ため、個別の基準値を
設けず、放射性セシウムの基準値が守5れれば、上記の綴種からの線置の合計が
1mSvを超えないよう計算。

※食品の摂取で放射性セシウム以外の核種から受ける線量が最大でどの程度になるかは、土1哀の汚染
濃度、土墳から農作物への放射性物質の移行のしやすさのデータなどから、 年代別に計算できる.
例えぱ、 19歳以上の場合、放射性セシウム以外の核種からの線量は、全体の約12%。

A.セシウム以外の影響を計算に含めた上で、比率が最も高く、
測定が容易なセシウムを指標としている。

-基準値の計算の考え方(1)

「年間1ミリシーベルトJ→「一般食品1kgあたり100ベクレルJはどう算出?

1.計算をする際の前提・仮定

・飲料水については、 WHOが示している指標に沿って、 基準値を10ペヲレル/kgとする。
→一般食品に割り当てる線量は、年間の線量 1mSvから、 「飲料7J<Jの線量(約0.1mSvj年)
を差し引いた約0.9mSvl年(O.88~0.92mSvl年)となる。

・圏内産の食品が、すべての流通食品中に占める割合を50%と仮定する。
※国内産の食品が基準値よ限の放射性物質を含むとの仮定で基準値を算出.

2.線量fミリシーベルト】と、放射性物質の濃度fペクレj!，)の鍾算方法fイメー引

線量 放射撞寵質の U

(ミリヨンーペ:)¥，ト) = IA-*J-.圏 13<. ^ 
(ベクレルIkg)

摂取量
(kg) × 実効線量係数

，ーー一一一一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー守一一一一一一一ーーー一一ーーー--一一一一一一一一一一一一一一一一一ーーーーーーーーーーー-._--一一一一ーー一一ーーーーーー一一ー一一一一一一一一一ー一一一一一一一ーーーーーーーーーーーーー、

1の前提に基づいて、一般童品から受ける線量が割り当てた線量以下になるよう.一般食品1kgあたり
の放射性物質の限度値を求める.
(例}く13-18盆 男性の緬合>

0.88ミリシーベルト =x(ベヴレル/kg)X ~74ka {年間の童品寝取量の50%)X

X =120{ベヲレル/刷 {3桁自在切り下げ}

すべての対象綾種の彫留
を考慮した実効線量係数

0.0000181 

※成人のセシウム134由実効線量係数は0町四19‘セシウム1371まa∞∞13であるなど、桜種によって実効線量係数は異なります.
このため.今回目基準値の針耳では‘ 告核種目童品中の温度比率に基づき、すべての対量核種田彫響を考慮にいれた実効線量係散を使って、
隈度値を計揮しています.

i※置度比率は、 告を按種目半減期目遣いにより経年的に置化しますが、今桂1田年間で畳も安全側となる係数を用いています.
出以上白地J[芳遣については 大まかな考え方事示L-c(. ，，~:オー躍しい計直方津l:t..念品世牛富雄舎奮割多ご首下合いa



-基準値の計算の考え方(2)

年齢区分ごとに限度値を計算
年齢区分 戸授取平3量均.限度値{ペクレj17jkg)

介入線量レベル ¥(/11歳未満 460 
年齢区分を : .~ _~ I ~ 310 

1n可SVj年 更に細か〈股定 1歳~6歳
女 320

7信~12歳8調↓ー 空空
190 l…(蜘向田1< 210 4 基準値

13歳~1
120 

年齢区分別の鍾里量と
150 00ベヲレMk

豊島鱒係数f実効線量係数1 女
一般食品に

19歳以上 3 130 
割り当てる ※をセ考シ慮ワしム限以度外値のをm算出d色 慮線量を決定 160 
(約O.9mSv) ウ 外の影醤 妊婦 女 160 

「 量小値 120 

すべての年齢区分における限度値のうち、最も厳しい{小さい}値か61基準値を言安定

-どの年齢の方も考慮された基準備となる。

-乳幼児にとっては、限度値とttベて大きな余裕がある。
、 J 

g 

4.牛乳・乳児用食品の基準値について 月

子どちへの配慮の観点で設ける食品区分であるため、万が一、これらの食品 L川
のすべてが基準値レバリレとしてち影響のない値を基準値とする。 I奇f-i1失i伺 医宝U
→ 般食品の100 ベクレ)~/kaの半分である50 ペクレ)L，/kaを基準値とする。 喧呈人斗1LJ LIi置M

【参考]r乳児用食品J r牛乳」の区分について

・基本的な考え方
「乳児用食品J、 「牛乳Jの 区分に該当する食品は下記の通り。

、
a f".7"'，官Z耳目日」 "......ZJ.J "_1=2FJ可dZR回目

-健康泊進法第26条第1項の規定に基づく特別用途表示食品

のうち『乳児用」に適する旨の表示許可を受けたちの

[';i~J 

-乳児の飲食に供することを目的として販売するちの
→消賞者が表示内容等により乳児向け(1歳未満)の食品であ
ると~liIする可能性力鳴いものを対象とする.

-乳幼児在対象とした聞製粉乳
-乳幼児向け飲料

フォローアップミjレヴ等 52 の粉ミルクを含む 水槽腕適用語圏
Vを

-乳幼児用食昂 酉 堅雪おやつ等
-モの他

d-e雪量副l服薬補助ゼリ一、県獲量品等
1歳来満を対象と 閉匿3するちの

品島血血
• r牛乳』の区分に含めない食品

→「一般食品Jとして級う

乳酸菌飲料発酵乳 チーズ

m〕 ~ 53 



【参考】製造、加工食品の基準値適用の考え方

・基本的な考え方
製造、加工食品は、原材料の状態の他、原則として製造、加工された製品の状態注)

でち一般食品の基準値を満たすことが求められる。

ただし、以下の①、 ②の食品については、実際に食べる状態を考慮して基準値を適
用する。

① 乾燥きのこ類、箆燥海藻類、乾燥魚介類、乾燥野菜など原材料を乾燥

さ世、水戻しを行い、食べる食品

→食用実態を踏まえ、乾燥前の状態と食べる状態(水戻しを行った状態)で
一般食品の基準値を適用する。(乾燥した状態には基準値を適用しない)

② 茶、こめ油など原料から抽出して飲む、又は使用する食品

→原材料の状態と飲用、使用する状態で食品形態が大きく異なるごとから、
原初判の状態では基準値の適用対象としない。茶などは、製造、加工後、

飲む状態で、米ぬかや菜種などを原料とする油は油で基準値を適用する。

j主)通常の製造食品(濃縮スープ、濃縮たれ、濃縮フリーズ、ドライ食品、粉末スープ、

即席みそ汁などを含む)については、原則として製品の状態で一般食品の基準値が
適用される)

[.考】経過措置の設定について

-基本的な考え方
現行基準値への移行に際して、市場(流通)に混乱が起きないよう、

準備期間が必要な食品(製造・加工食品、米、牛肉、大豆)については
一定の範囲で経過措置期聞を設定し、嘗定規制値を適用する。

く般原則〉

原料

製造・加工食品
の経過鎗置

く経過鑓置の対象となる食品とその加工食品等〉

導聖き
米・牛肉

輩、牛肉在庫剰に
観遺・加工、 愉入

吉れた食晶由経遇措置

宅戸
大E

大霊在願料に

E躍進加工‘輔入
された食面白縫遇措温

200ベクレルIkg
500ペクレルIkg



-基準値の食品を一定の割合で摂取した場合の線量

仮に、流通する食品の50%が基準値レベルとしても、

線量 『飲料水Jr乳児用食品Jr牛乳Jは、 100%が基準値レベルと仮定
(m5v(年)

1.0 

0.9 

0.8 

0.7 

0.6 

0.5 

0.4 

0.3 

0.2 

0.1 

0.0 

〆やや小々やややや。 ぐ宇 ~' 0" ~ 、少 。 サ

y y y y////  
1年間に食べる食品全体の内部被ぱくの線量の合計は、
1ミリシーベルトよりも低い。

~'* 

Oこの場合、乳幼児の受ける線量は大人の半分程度であり、乳幼児に十分配慮した基〉割直

となっている。

-食晶申の放射性セシウムか5受ける年間線量の推計

平成23年9月及び11月に、東京都・宮城県・福島県で実際に流通して
いる食品を購入して調査した結果、

o食品からの放射性物質の年間線量の錐定について 0食品か6のカリウム40(天然)による年間線量
1 ， 一一一(平成.2.Oj草度}一

0.9← ヵυウム40(天然) 一 0.91-r--ー カリウム40(天然)
一一注目 11...岨副 からの受ける線量推計
一一一ぷ ω 

0.8 

些 0.7
〉

tg 0.6 

g a5 

0.4 
鰍
肘 0.3

02 

01 

o 

園田ーー から受ける線量の推計・・E セシウム(134，137)
からの受ける線量の推計

.5 0.6 

-iM 
世日

0.1 

.().OO26 0:0岬&一一一一回目・・・ 0.1).1.93
o 

東京 冨雄 福島 札輯市 仙台市 大阪市 福岡市

食品からの放射性セシウムの年間線量は、自然界に存在する

放射性カリウムの年間線量と比べて、非常に小さい値であった。
0平成23年9月及び11月に東京都、宮場県及び福島県で食品を購入.なお、宮線県及び福島県のうち生鮮食品は可能な限り地元
県産、あるいは近隣県産品を購入.

0購入した食品を平成19年度国民健康 ・栄聾調査の食品別規取量平均を踏まえて調裂を行い、混合し均一化したちの及び飲料水
を試料として.Ge半導体検出器を用いて放射性物質(1-131、Cs・134、Cs-137及びK-40)を分析し、平均的な食生活における
放射性物質の一年あたりの線量(m5v(man(year)を計算.



-自然界か8受ける放射線の量

タレイ(Gy) ~:N.~笠主37長也、とn<..，'4)

人工股射線 1人あたりの年間線量(日本人平均)は、

約1.5ミリシーベルト

大気中の
ラドン・ト口ン 宇宙線から

から

トh で E乏全迫 日
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日本圏内でも最大 出典放射線医学総合研究所 2007

約o.4ミリシーベルト
の地接差があります 〈食品安全彊員会資軒より犠斡〉

〈文o科'"省HPより後手学〉

食品中の放射性セシウム~(!):摂取によって受ける線量は、
自然界から受ける放射線の線量と比べても、非常に小さい。

-食晶申の放射性物質への対応の流れ

-食品中の放射性物質に関する基準値の設定

-食品中の肢射性物質に閲する検査

17都県を中心に地方自治体において、検査計画に基づく検査を開始(23年3月18日-)

検査実施状況 ・23年3月18日-24年 3月31日137，037件、うち暫定規制値超過 1，204件

24年4月 1日-25年 1月15日214，579件、うち基準値超過 2，055件

.レ
・基準値超過食品の回収、廃棄

.レ
-食晶の出荷制限

.レ
-食晶の出荷制限等の解除



圃食品中の放射性物質に関する検査計画(1)

国が都道府県に対象品目、検査頻度等を示し、放射性セシウムが
高く検出される可能性のある品目等を重点的に検査

検査計画を原子力災害対策本部において策定

・対象自治体(17都県)
過去の出荷指示の実績を踏まえ、 2グループに分類

・対象品目
-放射性セシウムの検出レベルの高い食品
.飼養管理の影響を大きく受ける食品
-水産物
・出荷制限の解除後の品目
・市場流通品等

・対象区域・検査頻度
=今検出レベル・品目の生産・出荷等の実態に応じて実施

-・ 各都道府県に対し、検査計画の策定、検査の実施を通知
(対象以外の自治体における検査の実施を含む)

-食晶中の放射性物質に関する検査計画(2)•••••••• 
;
 

県

-

械

-

+

次

-;
 

県

県

-

滅

葉

-

宮

千

-
J
 

県

県

-

手

馬

-

岩

群

-
J
 

県

県

-

島

木

-

福

栃

-

i融秋悶県山形県 l 
t奇玉県、東京都、神奈川県、 . 

新潟県、山梨県、長野県、静岡県 . 

>50ベクレル/kg 主要産地 その他の >50ペクレル/kg 主要産地 その他の
市町村 の市町村 市町村 市町村 の市町村 市町村

>100 3検体以上 3検体以上 1検体以上 3検体以上 1検体以上 1検体以上
ペクレル/kg

50~100 
3検体以上 Jl1桝以上

3検体以上 1検体以上
ペクレル/kg (注) (注)

牛肉 農家毎に3か月lこ1回 3検体以上 1検体以上 1検体以よ

乳 クーフースァーション単位で週1回 検出状況を考慮して1~2遇に1回

内水面魚 週1回程度 過去の検査結果を考慮して設定

(注)50ペクレルjkgを超える放射性セシウムを検出した都県で対象とする。

i毎産魚 週1回程度 過去の検査結果を考慮して設定



圃食品申の放射性物質に関する検査の手順

[精密な検査(①)と、効率的なスクリーニング検査(②)を組み合わせて実施 ) 

① ゲルマニウム半導体検出器を用いた核種分析法

② NaIシシチレーシヨシスペクトロメータ等を用いた
放射性セシワムスクリーニシグ法(最終改正:平成24年3月)
←平成23年ア月、短時間で多数の検査を実施するため導入

く測定の慌れ>

細 秤

• 切

測解

・ゆ 定 ・ゆ 析

-食晶申の放射性物質への対応の流れ

-食晶中の放射性物質に閲する基準値の設定

.レ
・食品中の放射性物質に関する検査

...... 
-基準値超過食晶の回収、廃棄

食品衛生j去に基づき、基準を超えた食品については、同一ロットの食品を回収、廃棄

-食品の出荷制限 [原子力災害対策本部]

原子力災害対策特別措置法に基づき、基準を超えた地点の広がり等を踏まえ、県i或文は県内
の一部の区域を単位として出荷制限等を指示(23年3月21日-)

-食晶の出荷制限等の解除 【原子力災害対策本部】

直近の1ヶ月以内の検査結果が、1市町村当たり、3か所以上、すべて基準値以下 など



園 原子力災害対策特別措置法に基づく出荷制限

・原子力災害対策特別措置法(原災法)に基づく指示
・地域的な広がりが確認された場合に『出荷制限』
・著しく高濃度の値が検出された場合は「摂取制限j

・出荷制限・援取制限の品目・区域の設定条件
・地域的な広がりが確認された場合に、地域・品目を指定して設定。
・地域は、都道府県域を原則。ただし、自治体による管理が可能であれば、

管理状況等を考慮し、市町村・地減ごとに細分して区域を設定。

・出荷制限・授取制限の晶目・区爆の解除
・当該自治体からの申請による。

・解除対象の区域は、集荷実態等を踏まえ複数区域に分割が可能。

・直近 1ヶ月以内の検査結果が、 1市町村当たり、 3か所以上、すべて基準値以下

食品衛生法に

墨づく検査

基準値を
超えた場合

-砂
当霊童ロットは

法違反

として処理

地域的な広がり
が確認された

著しく高い{直
が確認された

-ゆ
原災法に基づき ー..... 

出荷制限事 国・v

など

原災法に基づき

捜取制限

-原子力災害対策特別措置法に基づく出荷制限の対象食品(平成25年1月15日時点)

群馬県 "ー

埼玉県

平襲県

新j調県

山梨県 、(一部地場) ;!:Lコ..，耳金由怠由10担率.、

星野1111(-部地堪) ;!:L守tlf"*由告白[;-.. 墨ー、

静岡引 (一部地揖) 牟ノコ町田生白色白に限る・3

ー且呈昼、アメリカナマズf・殖を隊く.】

注1)福島県・岩手県富媛県・編木県の牛肉茨媛県栃木県のイノシシ向 福島県の24写産米Rび岩手県 富域濃町ソパに係る出向制限については‘知夢の曹理下のちと
で出荷するち削ζついて飢暗暗

連幻孟主について階、平成24年4月以降、新たに出荷輔限白指示旦l玄指示会1..・6闘が温大した島田を指す



-食晶中の放射性セシウムに関する検査結果の公表

各自治体等で実施された検査結果について、厚生労働省で

取りまとめてホームページで公表

-地図を用いてわかりやすく記載

・放射性物質が検出されなかった場合は、検出下限値を記載

・各自治体の検査計画・実施状況もホームペーラで公表

【嘗考】モニタリング検査における放射性セシウムの推移(1)
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【参考】モニタリング検査における放射性セシウムの推移 (2)
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-食晶中の放射性物質への対応の流れ

-食品中の放射性物質に閲する基準値の設定

原子力安全委員会の示した指標値を暫定規制値として対応(23年3月17日-24年3月31日)

厚生労働省薬事・食品衛生審議会などでの議論を踏まえ、基準値を設定(24年4月1日-).レ
・食品中の放射性物質に関する検査
17都県を中心に地方自治体において、検査計画に基づく検査を開始(23年3月18日-)

検査実施状況 23年3月18日-24年 3月31日137，037件、うち暫定規制値超過 1，204件

24年4月 1日-25年 1月15日214，579件、うち基準値超過 2，055件

ーレ-超過食晶の回収、廃棄
食品衛生j去に基づき、基準を超えた食品については、同一ロットの食品を回収、廃棄.い
-食品の出荷制限 [原子力災害対策本部]

原子力災害対策特別措置法に基づき、基準を超えた地点、の広がり等を踏まえ、県i或又は県内
の一部の区媛を単位として出荷制限等を指示(23年3月21日-).レ

[原子力災害対策本部]圃食晶の出荷制限等の解除

直近の1ヶ月以内の検査結果が、 1市町村当たり、 3か所以上、すべて基準値以下 など



園ホームペ一歩での情報提供

・厚生労働省ホームペ一歩『食晶中の放射性物質への対応』
http://www.mhlw.ao.ip/shinsaiiouhou/shokuhin.htm| 目 ー

t' a..1!刊酬明......... (l予・回 ・‘

→厚生労働省トップページ力、ら

「食品中の放射性物質への対応J 日一一
東呂志ス震災M圃例R・E...・0・岡町明師 ベ浄l

叩山眠時山問、

または、 | 食品 放射能 - 掛町蜘 山岡町山 骨叩・岨司 副皿山噌

・陶 脚 "

-首相官邸ホームペーラ
http:/ /www.kant巴i.00. io/saioai /index. html 

→東日本大震災への対応

~首相官邸災害対策ページ~

【@考】食品の検査体制整備等への国の支援

・基本的な考え方

'"，I!.，Q;:I， 

園町

重量J喜三

関係省庁が連携して、地方自治体でのモニタリング検査の実施を支援し、
食の安全 ・安心の確保に努める。

-検疫所や国立試験研究機関において、引き続き、地方自治体の
検査を支援(自治体がサンプリングした検体の検査を国の機関で実施)

・流通段階の食晶の買上調査を実施し、必要に応じ自治体による
検査強化を要請

・厚生労働省において、地方自治体による検査結果を集約し、
基準値を超えなかったものち含め、迅速に公表

・地方自治体等の機器整備に対して、支援措置を実施
(厚労省) 都道府県、保健所設置市、特別区の行う食品衛生法に基づく

食品中の放射性物質検査に必要な検査機器導入に対する補助

(農水省) 都道府県、市町村、農業者団体等の食品中の放射性物質検査に
必要な検査機器導入に対する支援

(消費者庁)住民が消費する食品の放射性物質検査を行おうとする都道府県、

市町村への機器貸与


